
2026 年 5 月の日本生成 AI 実装 第二フェーズの実像 

ChatGPT-5.5 

要旨 

結論から言うと、この記事の大枠の問題意識はかなり的を射ています。建設、SI、銀
行、製薬の 4 分野で共通しているのは、生成 AI が「個人がこっそり使う便利ツール
」から、「契約・業務フロー・役割定義・データ基盤」に織り込まれる段階へ移って
いることです。国土交通省では契約図書への明記、富士通では開発工程そのものの自
動化、三菱 UFJ では全行員レベルの本格運用と AI を“役割”として組み込む発想、第一
三共では 24 時間 365 日で回る研究自動化と AI エージェント統合基盤の構築が進んで
います。これらを総合すると、「PoC の普及」から「実務システムの再設計」への移
行と見るのが妥当です。 [1] 

ただし、記事の細部には重要な混線があります。国交省の対象は、現時点の公開情報
ではまず「直轄の建設コンサルタント業務」が中心で、いきなり全国のあらゆる直轄
土木業務へ一斉適用と断定するのはやや先走りです。富士通の「3 人月→4 時間」は
約 300 件の変更案件のうち 1 案件の実証値であり、平均値ではありません。三菱 UFJ

の「20 業務」と「月 22 万時間」は、公開確認できる範囲では同一発表ではなく、
2026 年の AI 行員報道と、別系統の既存生成 AI 導入効果・別施策の効果目標が混ざっ
ています。第一三共×AWS についても、「2026 年の本格運用開始を目指す」ことは
確認できますが、2026 年 5 月 5 日時点で全面本稼働を公式に確認できる公開資料は
見当たりません。さらに「4 年短縮・1 薬 600 億円減」は京都大学の一般的な AI 創薬
の経済効果試算であって、第一三共×AWS 案件の個別見通しとして公表された数字で
はありません。 [2] 

建設で起きていること 

建設分野で本当に大きいのは、生成 AI が「発注条件」へ入ってきたことです。2026

年 4 月 21 日付の建設業界紙報道では、国土交通省が 2026 年度以降、直轄の建設コン
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サルタント業務で、契約図書の特記仕様書に生成 AI の取り扱いを明記し、受発注者協
議で目的・用途・利用範囲を決める方針を示しました。受注者には「生成 AI 利活用計
画書」の提出、生成物への注記、AI 学習にも配慮した成果物の整理が求められます。
つまり、AI 利用が“黙認”や“自主工夫”ではなく、業務計画書・成果物・権利処理まで
含めた正式な運用ルールに格上げされたわけです。 [3] 

ここで重要なのは、公開確認できる対象範囲が「直轄の建設コンサルタント業務」で
ある点です。記事の表現だと、あたかも全国の直轄土木業務全体に即時一斉展開され
るように読めますが、現時点で確認しやすい公開情報はそこまで広い射程を明示して
いません。一方で、同じ 2026 年春の東北地方整備局の DX アクションプランでは、
省全体での生成 AI 業務利用が 2025 年 10 月に始まっており、デジタル庁[4] が運用す
る政府職員向け AI「源内」の大規模実証を 2026 年 5 月末から開始する計画も示され
ています。したがって、「受注者ルール化」と「発注者側の内部利用拡大」が並走し
ている、という理解が最も正確です。 [5] 

この動きの意味は、単なる業務効率化ではありません。建設コンサルの成果物は蓄積
されて再利用されるため、AI が読みやすい構造化文書や権利・責任・注記ルールが整
備されれば、AI は単発の作文支援ではなく、公共事業の知識基盤そのものに組み込ま
れていきます。記事が言う「実務標準化」は誇張を含みつつも、少なくとも契約ルー
ルの入口に入った、という点では本物です。 [6] 

SI で起きていること 

SI 分野では、4 件の中で最も一次資料が明確です。富士通は 2026 年 2 月 17 日、要件
定義から設計、実装、結合テストまでを AI で自動化する「AI-Driven Software 

Development Platform」の運用開始を発表しました。対象はまず医療・行政分野の全
67 業務ソフトウェアで、2026 年 1 月から診療報酬改定対応に適用を始めており、
2026 年度中に金融や製造、流通、公共などへ広げる計画です。これは単なるコーデ
ィング補助ではなく、既存の大規模業務システム改修を AI エージェント群で一気通貫
に処理する、という構想です。 [7] 
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記事の中核にある「3 人月→4 時間」「生産性 100 倍」も、数字自体は富士通の公式
発表と整合的です。ただし、ここは読み違えやすい点があります。公式説明では、
2024 年度の法改正対応の実証実験で、約 300 件の変更案件のうち 1 案件について、3

人月かかっていた改修が 4 時間に短縮された、という書き方です。つまり、これは“
象徴的な実証値”であって、あらゆる改修が一律 100 倍になったという意味ではあり
ません。記事は方向性を正しく捉えていますが、数字の一般化は慎重であるべきです
。 [8] 

もう 1 つ重要なのは、FDE の意味です。記事では「Functional Delivery Engineer」と説
明されていますが、富士通の公式表記は「Forward Deployed Engineer」です。しかも
富士通は、FDE を強化することで「従来の人月ベースから顧客提供価値ベースへ」シ
ステム開発のあり方を変えると明言しています。つまり、本件の本質は「開発が速く
なった」だけではなく、「何時間働いたか」ではなく「顧客現場で何を実装し価値化
したか」へ評価軸を移したことにあります。これは人月モデルの“終焉宣言”というよ
り、“人月モデルから抜けるための企業戦略宣言”と表現するのが正確です。 [9] 

なお、FDE という役割自体は富士通だけの造語ではなく、AI 業界全体で需要が急増し
ている広い潮流ともつながっています。The Wall Street Journal[10] は 2026 年、AI 企
業で Forward Deployed Engineer 需要が急増していると報じており、日本でもその波が
SI 再編の文脈に入り始めた、と見ることができます。富士通はその日本版の具体例だ
と言えます。 [11] 

銀行で起きていること 

銀行分野は、記事の方向性は正しい一方で、最も数字が混ざりやすい領域です。まず
公式に確認できるのは、三菱 UFJ が 2025 年 11 月に OpenAI[12] との戦略的コラボレ
ーション契約を結び、2026 年 1 月以降、三菱 UFJ 銀行の全行員約 3 万 5,000 人へ
ChatGPT Enterprise を順次展開すると発表したことです。社内文書作成、調査、顧客
対応、分析など広い業務で使い、同社はこれを「AI-Native な企業」への変革の一部と
位置づけています。2026 年 4 月の MUIP Innovation Day でも、MUFG は AI を単なるツ
ールではなく、特定の役割を担う「ロール」として組織に取り込むと明言しています
。 [13] 
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次に、2026 年 1 月の TBS/Bloomberg 系報道では、三菱 UFJ が「AI 行員」を今月から
順次実装し、原稿執筆や問い合わせ対応など約 20 業務でそれぞれ AI 行員をつくると
されています。例として挙げられているのは、過去発言を学習して挨拶原稿を作る「
AI スピーチライター」と、新入社員・中途社員向けに社内ルールの問い合わせへ答え
る AI です。ここまでは、記事の「20 の業務に AI エージェントが配置」という要約と
整合します。 [14] 

しかし、「月 22 万時間削減」をこの 20 業務にそのまま結び付けると、公開情報同士
が噛み合わなくなります。公開確認できる範囲では、「月 22 万時間」は 2023 年に日
経が報じた三菱 UFJ 銀行の生成 AI 導入効果の数字として流通しており、2026 年の AI

行員 20 業務のニュースと同一発表ではありません。さらに、三菱 UFJ の公式 DX 記
事では、LayerX[15] の「Ai Workforce」を用いた提案書データレイク・文書作成高度化
について、「当行全体で年間 20 万時間の業務量削減をめざす」としています。つま
り、記事は少なくとも「2026 年の 20 業務 AI 行員」「2023 年の月 22 万時間試算」
「LayerX 施策の年 20 万時間目標」という別のレイヤーをひとつに束ねている可能性
が高い、というのが妥当な読みです。 [16] 

それでも、メガバンク全体の方向感は確かに揃っています。みずほフィナンシャルグ
ループは「WORK WITH AI ＠MIZUHO」を掲げ、すべての社員が AI とともに働き、使
いこなすことで業務の質向上を目指すとしています。三井住友フィナンシャルグルー
プも、生成 AI を最優先課題と位置付け、次期中期経営計画期間まで含めた総額 500

億円の投資枠を設定したと説明しています。したがって、「3 メガバンクの AI 戦略が
出揃った」という記事の骨子は正しいものの、三菱 UFJ の効果数字だけは出所を分け
て読む必要があります。 [17] 

製薬で起きていること 

製薬分野では、第一三共と AWS の取り組みは実在し、かつかなり本格的です。AWS

は 2025 年 10 月、第一三共が「AI エージェントシステムを統合した創薬研究基盤」
の構築を開始し、2026 年の運用開始を目指していると公表しました。そこでは、研
究機器をクラウド上で統合し、AI エージェントが過去データを参照して実験を計画し
、24 時間 365 日で複数の自動化機器を連携させながら DMTA サイクルを加速する構
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想が示されています。第一三共側も、2025 年 1 月にサンディエゴへスマートリサー
チラボを設立し、自社ソフトウェアとロボティクスで実験自動化とデータ統合を進め
、2026 年稼働を目指すと説明しています。 [18] 

ここでの注意点は、「2026 年から本格運用に入った」と断定するにはまだ早いこと
です。公開確認できる一次情報の表現は一貫して「2026 年の運用開始を目指す」「
2026 年の稼働を目指す」であり、2026 年 5 月 5 日時点でフル稼働に移行したとする
追加の公式アナウンスは見当たりません。つまり、実装基盤はかなり具体化している
が、現時点では“完成報告”ではなく“移行中”という表現が正確です。 [19] 

記事の「4 年短縮・1 薬 600 億円減」は、数字の出所に注意が必要です。この数字自
体は京都大学大学院医学研究科の奥野恭史氏が 2017 年の厚労省資料で示した「創薬
AI がもたらす経済効果」で、業界全体ベースの試算として、開発期間 4 年短縮、1 品
目あたり 600 億円削減を掲げています。ただし、これは第一三共×AWS 案件に対し
て個別に開示された効果見通しではありません。したがって、この数字は「AI 創薬全
般の潜在効果の参考値」として使うのが正しく、「第一三共案件の確定的な効果見込
み」と読むのは行き過ぎです。 [20] 

もっとも、方向性そのものは十分に現実味があります。Boston Consulting Group[21] 

と Wellcome[22] の分析では、AI は前臨床までの創薬プロセスで時間を 30〜50％、コ
ストを 25〜50％縮減しうるとされます。2026 年 4 月には AWS が「Amazon Bio 

Discovery」も発表しており、AI 創薬の支援レイヤーそのものが急速に厚くなっていま
す。ゆえに、記事の“破壊的インパクト”という見立ては方向として妥当ですが、個別
企業の成果と業界平均的ポテンシャルは分けて扱うべきです。 [23] 

第二フェーズと呼べる理由 

本稿の評価では、この 4 件をまとめて「第二フェーズ」と呼ぶのは十分に意味があり
ます。ただし、それは「みんなが ChatGPT を使い始めた」という意味ではありませ
ん。第一フェーズが“導入”だったとすれば、第二フェーズは“制度・役割・データの再
設計”です。建設では契約条件へ、SI では開発工程全体と評価軸へ、銀行では全行員
展開と AI を組織内ロールとして扱う設計へ、製薬では実験自動化・FAIR データ・AI
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エージェント統合基盤へと、それぞれ踏み込み方が深くなっています。これは 4 件に
共通する構造変化であり、単なる同時多発ニュースではありません。 [24] 

逆に言えば、まだ「完全な実務標準」になったわけでもありません。一次資料の強さ
で見ると、富士通の SI 再設計と第一三共の研究自動化基盤はかなり具体的です。銀行
は全社配備の本格度は高い一方、業務削減量の数字整理に注意が必要です。建設は制
度化の入口に入ったことは重いものの、公開情報ベースでは対象業務の範囲と展開速
度を慎重に読む必要があります。つまり、今は“全国一律の標準完成”ではなく、“標準
化の設計図が出揃い、主要プレイヤーが本番へ移り始めた段階”と捉えるのが最も実
態に近いです。 [25] 

記事の妥当性評価 

この記事をファクトベースで採点すると、全体像は高く評価できますが、個別数字の
扱いには修正が必要です。特に修正幅が大きいのは三菱 UFJ と第一三共です。三菱
UFJ は「20 業務の AI 行員」「全行員向け ChatGPT Enterprise」「LayerX 施策の年 20

万時間」「過去報道の月 22 万時間」が混ざっており、読者が 1 つの施策だと誤認し
やすい構成です。第一三共は、「2026 年運用開始を目指す段階」と「既に本格運用
入り」という表現の差、そして京都大学の一般試算を個別案件の効果のように読ませ
る点に注意が要ります。 [26] 

一方で、この記事の最も価値ある視点は、日本企業の生成 AI 活用が「試してみる」か
ら「仕組みに埋め込む」へ移っていると読んだ点です。そこは、公共調達、ソフトウ
ェア開発、メガバンク組織設計、創薬研究基盤という、全く別の現場が同時に示して
いる変化でもあります。したがって、この記事は“細部は要補正だが、歴史的な方向
感の把握としてはかなり優れている”というのが、現時点での最終評価です。 [27] 

関連ニュース 

最近の周辺動向を押さえると、この「第二フェーズ」が日本固有ではなく、世界の AI

実装競争の一部であることが見えてきます。 
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